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寝屋川映像同好会会報

第８５号（２０１６０８）

発行 竹 田 幸 男

■ 第４回

文化連盟展に参加

７月３１日（日）に表題の

行事に寝屋川市映像協会とし

て参加、舞台部門がメインホ

ールで公演している間、１階

スタジオで「映像作品展」を

開催し、会員の２０作品を２

回に分けて映写、多数の観客

に見て頂き、狭い会場内は満

員の盛況でした。

【同好会からの参加作品】

天野作品「梅 雪 北野天満宮」

「雨のハイキングと高山植物」

新井作品「はす酒を楽しむ」

小笠原作品「錦秋慕情」

佐伯作品「私の見た公園の秋」

竹田作品「本物に逢えるよろこび」

谷作品「オーストリア アッヘン湖」

■弔事２件

・映像協会副会長 大口冨美子さんは

病気療養中の所、７月３１日に逝去され、８月１日・２日と通夜。葬儀が行われ、

会員有志も参列されました。

・映像協会元会長 蚊野大嶺さんが６月７日に逝去され、家族葬が執り行われた

との連絡がありました。

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース
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■平成２８年７月例会

日時：７月１３日（水）１３：３０

場所：市民活動センター４F こども部屋

出席者：新井 小笠原 佐伯 妹尾 竹田

谷 田渕

欠席者：１名 （50音順・敬称略）

例会次第

１． 報告・連絡事項

（１）会報随想 谷さん

２．協議事項

（１）第4回文化連盟展の件

・平成２８年7月３１日（日）アルカスホール・メインホールおよびスタジオ

・今日、舞台のプログラムを渡す。作品は編集中。

・１１：３０～１６：３０の間に２回映写を目標とする。

・撮影担当と映写担当・プログラム配布担当に分かれて参加をお願いする。

・当日テレビとプレイヤーを車で運びホールの駐車場へ。

・アルカスホール １０時３０分集合。椅子２５脚とテーブル手配済。

・式典１１：００～１１：３０

・２０作品２回映写 １１：３０～１３：５４

１４：００～１６：２６

（２）市民活動センターふれあいフェスタ（7月9日）の結果

・一般市民対象だが、会員多数が参加して質疑応答や実技の練習を行なった。

（３）第２回 撮影会は、どうするか。

・今回は「食事を楽しむ」も一つのテーマに。

（４）本年のアマチュア映像祭（１０月３０日決定）作品選出のため７月２４日を

合同例会とする。作品・出品希望は作品を持参する。

（５）今年の市民文化祭出品作品の用意を。９月例会で締め切る。（10分以内）

（６）３月のビデオ作品発表会の計画

・規模は前回並みか

・９／１１ 会場申し込み

・１／１１ 出品作品決定

・１／２２ プログラム原稿決定

・２／８ プログラム配布

・３／１１ 実施

３．映写・研究発表

 

例会の窓
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・会員持参作品の映写

（１）谷 さん 「金剛山に行こう」 ７分

・階段から踏みはずしたところをもっと工夫した方がよい。

その部分はBGMで表現したりトランジションをうまく使ってはどうか。

・川の流れの音が次の場面に移ったところで切れるのでうまく複数タイムライン

を使って次のカットに音を重ねながら音を下げるなど工夫してみては。

（２）谷さん 「蔵王樹氷ハイキング」 ７分

・好天で雪景色が大層美しくとらえられている。

・説明の文字の位置、字体を統一したい。

・「ハイキング」というタイトルであれば、グループの人物をもっとしっかり撮

影してあげたい。ホテルに入っての、たとえば食事などの場面もほしい。いっ

そ風景映像と割り切って編集しては如何。

・同好会合同制作作品 「天の川 七夕まつり」交野市 １４分４６秒

平成１８年（２００６年）当時の会員６名と交野市の松愛会員２名で撮影。

当時の活動を回顧する意味で映写した。

４．各会員の最近の活動状況・情報交換・当面する問題点等

５．来月の定例会 ８／１０ １３：３０ 市民会館 ４F

金 剛 山 登 山 の 楽 し み

－２０１６年５月から７月－

谷 弘 子

今年の５月に孫と一緒に登山を楽しみました。

今回は、お母さんが、初めて一緒に登るので子供たちも大喜び。一緒に登った金

剛山のビデオには、孫の手からヤマガラが餌を食べている瞬間が写っています。

孫自身の声をボイスレコーダーに入れてみました。

「お母さんのおにぎりがおいしかった。」「今日は、はじめてお母さんと一緒に登

ってうれしかった。」「最後までのぼりました。」「お父さんとサワガニをとったけ

ど家に持って帰れなかったので残念でした。」「またひろこさんと、こわがりじい

じと、みんなで一緒に行きたいです」・・・。

随 想
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編集してみました。一緒にビデオをみていても

その瞬間笑顔になります。そういうやりとりも楽

しいひととき。いい思い出になります。

６月18日、「銀竜草（ギンリョウソウ）」を見つ

けた。少しギョッとしました。薄暗い林の中に生

える腐生植物。別名ユウレイタケです。

７月７日、六甲高山植物園にある幻の紫陽花「シ

チダンカ」が金剛山にもあるので、見に行きまし

た。数年前に見た時よりもたくさん咲いていてし

ばらくは見とれてしまいました。清楚な感じの紫

陽花です。

ギンリョウソウ

すぐ近くで、ツチアケビ（土通草（ドツウ

ソウ）ともいう、山地の林内や藪などに生え

る腐生植物）を見ました。「何？これは？」珍

しく不思議な植物に逢えたものです。

山頂からの帰り道で、大好きなカラスウリ

の花を見つけました。珍しいなあと思い家に

帰って調べて見たら「モミジカラスウリ」で

した。

こんなカラスウリの仲間もあるのですね。今

度は実がなっているときに見に行きたいと思

います。

ツチアケビ

又、アオゲラの親鳥が巣離れしたヒナを必死に呼んでいる様子を発見。ヒナとい

っても大きさは、親鳥と変わりませんが、動こうとしません。人の声が近づくと親

鳥は鳴き止み、遠ざかるとまた呼ぶという繰り返し。動こうともしないヒナの映像

ははるか遠い木に止まっているので、望遠で撮影しました。画面が揺れるのも仕方

ありません。必死になって呼んでいる鳴き声に愛情を感じました。
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７月１６日、この時期歩いてい

ると、相思鳥（ソウシチョウ）の

鳴き声をよく耳にします。きれい

な鳥で見つけたときは、感動した

のですが、金剛山でも野生化が進

んでかなり殖えているようです。

特定外来生物と知って少しショッ

クでした。

これからも、初めての出会いを

求めて金剛山登山を楽しみたいと

思います。

相思鳥

歴史の彼方に消え去った

「バイブレーター」というもの

竹 田 幸 男

「バイブレータ」と聞いて、あの風俗っぽい小物の名称

か、と、一瞬にやりとした方もあるかも知れませんが、私がここに取り上げるのは

純粋に技術的な製品です。不要品の片付けをしていたときに「日新バイブレータ説

明書」という書類が出てきました。多分製品に同梱されていたものと思います（次

ページ）。

その前に、こういう商品を必要とした経緯をご説明しましょう。

トランジスタが発明される前、高周波・低周波の電気信号を増幅（信号を拡大）

するには真空管が必要でした。真空管を動作させるためにはＡ電源（Ａ電池）、Ｂ

電源（Ｂ電池）、Ｃ電源（Ｃ電池）が必要でした。

Ａ電源とは真空管のヒーター（電池管の場合はフィラメント）を点灯させるため

のもので電池管の場合は１．１ボルトから、交流管の場合は２．５ボルト、５ボル

ト、6、3ボルト、１２.6ボルト、２４中には１１７ボルトなどのものなどがあり

ました。

Ｂ電源とは、陽極（プレート）や遮蔽格子（スクリーングリッド）などにかける

電圧を供給するもので、電池用真空管の場合は１５ボルト、２２．５ボルト、４５

ボルト、６７．５ボルトなどが用いられ、米軍払い下げの９０ボルトの電池を使っ

た記憶もあります。今は聞かれない「積層乾電池」が多く用いられました。

交流機器の場合は日本の場合はＡＣ100ボルトをトランスで昇圧し、または倍

電圧整流などの方法で２００ボルトとか、２５０ボルトなどの電圧が用いられまし

た。

ＡＶＣメモ
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Ｃ電源というのは制御格子（コントロールグリッド）にマイナスの電位を与える

もので数ボルトから数十ボルト程度の電圧であったと記憶します。

Ｃ電源は、カソードとアースの間に抵抗器を入れ、並列コンデンサーで信号をバ

イパスし、グリッドを高抵抗でアースに接地することで等価的に発生させていまし

た。

この中で一番高い電圧は上記のようにＢ電圧で、交流機器の場合はＡＣ電源から

簡単に得ることができますが、移動、携帯する機器では、高い電圧は簡単には手に

入りません。電池は高価ですし、長期間の使用ができません。

こういう需要にこたえるためにバイブレーターが開発されたものです。

ブザーというものがあります。曾ては防犯ブザーとして、また各家庭の呼び鈴と

して活躍しました。なぜか劇場の開幕を告げるために今も活躍しています。ブザー

とは鉄心にエナメル絶縁銅線を巻いて作った電磁石に振動用の鉄片を近付け、この

鉄片に接点を当て、この接点から鉄片を通して電磁石に電流を流し、電流が流れる

と電磁石が磁化して鉄片を吸引し、鉄片が吸引されると接点と鉄片の間の導通が切

れて電磁石の磁力が消えて鉄片が元へ戻り、接点と接触して、また電流が流れる、

と言うことを繰り返し繰り返しして鉄片が「ブー」と振動することを利用したもの

です。

そして、このブザーのエナメル絶縁銅線を一次コイルとして、その上に二次コイ

ルとしてエナメル絶縁導線を巻くと、一次コイルに流れる断続電流によって二次コ

イルに誘導される電圧が、一次、二次コイルの巻数比に応じて高い電圧が発生する

ので、これを整流することによって直流の高い電圧が得られ、これを真空管のB電

源に用いることができます。バイブレーターとは、実にこのような製品だったわけ

です。携帯用機器（今の携帯電話器みたいに小さな物ではなく、とにかく屋外に持

ち出すことができる程度の機器）に多く用いられ、たとえばカーラジオなどに多用

されました。接点を使いますので、接点の消耗で寿命が決められ、たとえば２，５

００時間などという値がカタログに出ていました。

ブザーバイブレーターというものがありました。気球に付けて上空に放つラジオ

ゾンデ（気象観測器）のＢ電源用で、小型のバイブレーターです。終戦後、軍の放

出品が出回って、これを使ってＢ電源をまかなったラジオを作った記憶があります。

動作中には「ピー」という甲高い音が出ていました。整流（直流にすること）には、

これももう今は忘れ去られた「セレン整流器」を使いました。

今なら、半導体を使って高周波を発振し、これをトランスで上昇、あるいは下降

させて自由な電圧を作り出すインバーターも半導体あってこその進化であり、半導

体の発展が、高電圧を不要にしてバイブレーターのような技術を歴史の彼方に葬り

去ったのだ、という感慨が残りました。 ■
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★お願いこの会報をお読み頂いている方も多いと思います。今は読んで頂くだけ

の一方通行ですが、ご意見、ご感想などお寄せ頂ければ有難く思います。

メールアドレスm-pic＠outlook.jp（竹田）まで、ご連絡をお待ちしています。

寝屋川映像同好会 会員募集
当会では会員を募集しています。松愛会会員とそのご家族であれば、

所属支部に関係なく入会して頂けます。

【活動内容】

■例会：日時：毎月第２水曜日 １３：３０～１６：３０

会場：寝屋川市民会館４階・市民活動センター

（寝屋川市秦町４１－１ 無料駐車場あり）

活動内容：各人の作品の映写と検討、映像制作上の質疑応答、

活動の打ち合わせ等

■撮影会：年２回程度

■公開作品発表の機会：毎年１１月・寝屋川市民文化祭・映像作品発表会

毎年１０月頃 大阪アマチュア映像祭

２年に１回 映像同好会ビデオ作品発表会

２年に１回 寝屋川映像フェスティバル

■懇親会：１月の例会前 新年食事会

１２月 忘年会

■その他随時研究会や講習会・レクリエーションなど開催

■会費：入会金 ３，０００円 年会費３，０００円

■連絡先:メールアドレスm-pic＠outlook.jp（竹田）


